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１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
西
河
原
地
先

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
五
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
瀬
口
真
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
検
討
中

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
中
期
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
に
か
か
る
発
掘
調
査
は
、　
一
九
九
〇
年
度
以
降
、
県
道
の
改
良
工
事

に
伴
う
事
業
と
し
て
継
続
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
弥
生
中
期
か
ら
近
世
ま

で
の
複
数
の
遺
構
面
を
検
出
し

た
。
周
知
の
通
り
、　
一
九
九

一

年
度
に
は
飛
鳥
―
奈
良
時
代
の

遺
構
面
に
お
い
て
、
掘
立
柱
建

物
群

・
鍛
冶
遺
構
を
検
出
し
、

墨
書
土
器
、
「丙
子
年
矢
七

期
エハこ
の
木
簡
が
出
土
し
た
（本

鹿
誌
一四号）。

く

　

今
回
の
調
査
地
は
、
こ
の
木

簡
が
出
土
し
た
地
点
よ
り
北
東
約
Ｏ

・
五
ｋｍ
に
位
置
し
、
湯
ノ
部
遺
跡
の
北
端

に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
九
五
〇
ポ
で
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
遺
構
面
は
第

一
面

（平
安
―
鎌
倉
）、
第
二
面

。
第
三
面
（八
世
紀
半
ば
―
九
世
紀
半
ば
）
で
、
こ
の
う

ち
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
第
二
面
で
あ
る
。

こ
の
第
二
面
か
ら
は
多
数
の
ピ

ッ
ト
群

。
掘
立
柱
建
物
群

・
土
坑

・
区
画
溝

な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
を
確
認
し
た
の
は
区
画
溝
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
遺
構

は
コ
の
字
形
に
掘
り
込
み
を
巡
ら
し
た
も
の
で
、
南

・
西

・
北
辺
を
有
す
る
。

同
規
模
の
も
の
が
二
つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
方
位
軸
に
の
り
、
西
辺
を
揃
え
る
よ

う
に
し
て
南
北
に
並
列
す
る
。　
一
辺
は
六
―
八
ｍ
前
後
で
、
い
ず
れ
の
区
画
溝

か
ら
も
未
完
の
木
製
品
や
廃
材

（
ハ
ツ
リ
ク
ズ
。
オ
ガ
ク
ズ
）
な
ど
が
大
量
に
出

土
し
、
木
簡
も
こ
の
ハ
ツ
リ
ク
ズ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
現
地
で
抽
出
で
き

た
木
簡
も
あ
る
が
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
エ
ラ
ー
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
区

画
溝
の
堆
積
物
を
全
て
持
ち
帰
り
、
現
在
水
洗
選
別
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
掘
立
柱
建
物
は

一
五
棟
以
上
を
確
認
し
た
が
、
そ
の
う
ち
主
軸
が

南
北
軸
に
の
る
も
の
が
目
立
つ
。
ま
た
、
多
量
の
土
器
類

・
転
用
硯

・
円
面
硯

全

点
）
・
銅
製
帯
金
具

（四
点
▼

和
同
開
珠

（
一
点
）
な
ど
も
こ
の
第
二
面
か

ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
ほ
と
ん
ど
が
削
暦
で
あ
る
。
現
在
そ
の
点
数
は
細
片
を
含
め
て

一
〇

〇
数
点
余
で
あ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
水
洗
選
別
の
途
中
で
あ
る
の
で
こ
の
点

数
は
今
後
増
え
る
可
能
性
が
高
い
。
今
回
は
比
較
的
内
容
が
明
ら
か
な
六
点
を



掲
載
す
る
。
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□
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ｏ燎

い
は
習
書
木
簡
で
、
上
端
は
斜
め
に
削
ら
れ
て
い
る
。
中
程
で
折
ら
れ
、
下

部
が
剣
離
し
た
状
態
で
出
土
し
た
。
内
容
は
当
時
手
習
い
に
使
わ
れ
た
難
波
津

の
歌
で
あ
る
。
②
は
人
名
で
、
コ
ロ
麻
呂
」
と
判
読
で
き
、
第

一
字
は

「部
」

の
可
能
性
が
あ
る
。
①
と
⑩
の
第

一
字
は
い
ず
れ
も

「歳
」
と
思
わ
れ
、
具
注

暦
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
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関
係
文
献
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文
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保
護
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会
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